
〈金沢星稜大学論集　第 39巻　第 2号　平成 17年 12月〉 77

－ 77 －－ 77 －

０．異文化コミュニケーション

という言葉は 20世紀後半に生まれた新しい言葉ですが，異文
化コミュニケーションは太古の昔からありました。人類の歴史
のかなりの部分は異文化コミュニケーションの歴史でもありま
した。現代においてこの言葉が生まれた背景には，国際的な異
動・交流がかつて無いくらいに盛んになった結果，文化が異な
るとコミュニケーションが阻害されるというようなことが一般
に意識されるようになったという事情があります。つまり，こ
の打開策・解決策に大きな関心が寄せられるようになったので
す。そもそもコミュニケーションという人間の社会文化的行動
は，その重要な手段である「言語」と同じように，人類共通で
普遍的な部分もありますが，それぞれの文化に依存していて異
なる部分も多いのです。異文化圏の人々と交流するためには，
この観点からある程度の異文化コミュニケーション能力を身に
着けるというのが現代国際人のマナーとなりつつあります。こ
のためには交流する人々の文化や言葉を相互に理解する必要が
ありますが，言葉や文化を理解するためにはまたコミュニケー
ションが必要というわけで，元来試行錯誤的にならざるをえな
い面があります。こうした一般論につきましてはこの大学でも
受講できる『異文化コミュニケーション論』などの講義やゼミ
ナールで学んでいただきたいと思います。異文化との「ふれあ
い」はいつも新鮮で刺激的，人間的成長の糧ともなります。若
い皆さんには特にこの意味で外国語や異文化に触れられること
をお勧めいたします。

１．ドイツと日本―ドイツは日本にとって「遠くて
近い国」

本日は少し具体的に，特に比較的熱心に関わり，つきあって
きた「ドイツ・ドイツ人・ドイツ文化」について，その特徴な
どを紹介したいと思います。ちょうど今年は「日本におけるド
イツ年」ということで，日本全国でドイツの産業・文化を紹介
するイベントが展開されていますが，元来ドイツは日本にとっ
ては「遠くて近い国」でした。日本はすでに断片的に，江戸時
代からドイツ文化と接触していました。（例えば長崎出島のオ
ランダ商館勤務のドイツ人医師たちから，蘭学という名のもと
に「ドイツ学」を学びました。）そして西欧化・近代化を進め
た明治時代以後は，医学ばかりでなく多くの政治・社会・文化
の領域でその影響を受けました。そのきっかけとなったのが岩
倉具視（1825－ 1883）率いる総勢 100名を越える使節団（岩

倉遺米欧使節団，1871[明 4].11－ 1873．9)の欧米視察でありま
した。一行は 1873年ベルリンに滞在し当時のドイツ（プロシ
ア，プロイセン）の学芸がヨーロッパ最高の水準にあることを
見聞，以後日本の近代化のためにさまざまな形でドイツを手本
といたしました。本日はしかしこのような日独交流の歴史につ
いてはこれ以上お話しません。このテーマについてはいろいろ
文献もありますので関心がある方はご覧いただくとよろしいと
思います。

１．１．日本におけるドイツ・ドイツ人・ドイツ文化の

イメージ

ところで「ドイツ・ドイツ人」というと現代の皆さんは何を
思い浮かべられるでしょうか。おそらくまずベンツ（ Carl

Friedrich Benz, 1844-1929 [最初の自動車は 1886年誕生]），ア
ウディ（4つのリングは合併した 4企業の象徴)，ＢＭＷ，そし
てスポーツカーのポルシェ（Ferdinand Porsche，1875-1951）
などの車を思い浮かべる方が多いでしょう。ポルシェはビート
ル，カブトムシでおなじみのＶＷ（1931）も設計しました。関
連でドイツのアウトバーンと，今でもその主要部分では速度制
限のないことも知られているでしょう。続いて皆さんは，ドイ
ツはサッカー（ドイツ語では Fussball）の大国ということ，そ
こで活躍している日本人選手もいるということ，そして来年は
ドイツでワールドカップWeltmeisterschaftが開催されるとい
うことを思い起こされるでしょう。これに次いでグルメの方で
なくてもソーセージ，ビール（上品で美味なワインもある），
ドイツ通の方はこれにザウアークラウト Sauerkraut（これは
酸味のある塩漬キャベツ，煮て食べます），アイスバイン
Eisbeinという豚肉料理など思い起こされるでしょう。そして
音楽家のベートーベンとわが国のいたるところで年末に演奏さ
れる第九交響曲，それに多分バッハやモーツアルト（特にアマ
デウスという映画がありました。オーストリア生まれですが，
彼を教育した父レオポルトはドイツのアウクスブルクの人でし
た）を思い出すかもしれません。
一方医学や社会科学，登山・スキーを思い出される方は，か

なりの年配の方でしょう。ゲーテとその代表作品の『ファウス
ト』，ニーチェやワーグナー，ヘルマン・ヘッセ，カフカ，そ
してカントやショーペンハウアーなどの哲学者の名を思い浮か
べる方もいらっしゃるかもしれません。経済学に関しては，資
本主義を批判し，世界の社会主義運動に貢献したマルクス Karl
Marx（1818-1883）そしてエンゲルス Friedrich Engels（1820-
1895）の名は，日本ではかつては危険な名として為政者からは
恐れられましたが，戦後は長く多くの信奉者を集めました。も
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っともソヴィエト連邦崩壊後は急速にその威信を失いました。
因みにマルクス,エンゲルスはドイツ生まれですが主にロンドン
で活動したようです。まぎらわしい名のドイツ人，エンゲル
Ernst Engel（1821-1896）は統計学者でしたが「エンゲル係数」
とともに記憶されることになりました。こうしてかつては「ド
イツ語」は学術語・文化言語として日本のエリートを志す人々
の必須外国語でもありました。
もう少し補いますと，検診の際におなじみのレントゲンも元

来ドイツの実験物理学者Wilhelm Konrad Röntgen（1845-1823）
の名前です。彼は 1895 年Ｘ線を発見しました。その功績で
1901年設けられた第一回ノーベル物理学賞を受賞しています。
テレビでお馴染みのブラウン管はドイツの物理学者 Karl

Ferdinand Braun（1850-1918）の発明で，彼も 1909年ノーベ
ル賞を受賞しています。物理学者といえばアインシュタイン
Albert Einstein（1879-1955）の名も有名です。今からちょうど
100年前の 1905年，弱冠 26歳の彼は注目すべき一連の論文で
物理学の革命をもたらしたといわれています。その功績で
1921年ノーベル賞を受賞していますが，その生家は今はウル
ム駅前の広場になってしまい，質素な記念碑だけが建っていま
す。ユダヤ系でしたから戦時中にアメリカに亡命を余儀なくさ
れました。ここで彼はナチスを念頭に原爆の開発を促進したよ
うですが，これは被爆国日本にとっては，まことに遺憾なこと
です。最近，これを批判した日本人哲学者との晩年の文通がニ
ュースになりました。
さて国は違いますがＸ線発見と同じ 1895年に，ドイツ語の

国オーストリアでフロイト Sigmund Freud（1856-1939）とい
う精神科医師が「精神分析」の手法で人間の心理を透視しよう
と試み，その研究成果（Studien über Hysterie）を公刊しまし
た。彼は当時はタブーであった人間の性欲に関する分野の研究
を志し，新しい学術分野を切り開いたのです。フロイトの説は
その後，世界の精神科学に大きな影響を及ぼしますが，日本で
も影響を受けた医師や文化人は多いと思います。
最後に，おそらくほとんどの方は 1933年政権を獲得し 1940，

41年から世界中を混乱に陥れたヒトラー Adolf Hitler（1889-
1945）とナチスドイツそして 1945年の敗戦・東西ドイツの分
裂と 1989年の劇的なベルリンの壁の崩壊と翌年 10月 3日の再
統一を思い起こされるでしょう。第一次大戦（1914-1918，日
本は戦勝国・連合国側でした）―この第一次大戦後，連合国側
がドイツに課した過酷な賠償への不満に触発されてナチスは台
頭したのでした―や 1940（昭和 15）年の日独伊三国同盟をリ
アルに思い起こされる方はもう少ないと思います。ナチス台頭
とかつてのドイツの政治的センスの未熟さについては最後に触
れるつもりです。
なお政治の関連では現代においては環境保護に特別の関心を

示す「緑の党」Grünen（1980年結成）の台頭はきわめてドイ
ツ的な動きとして注目されるでしょう。因みに例の介護保険も
ドイツの制度を真似たものですが，遺憾ながら日本式にビジネ
ス化されてしまいました。

１．２．日本語のなかのドイツ文化の足跡

ところで「遠くて近い国」ドイツの影響は日本の言葉のなか
にも残されています。例えば「ゼミナール」はドイツ語です。
日本の大学制度は明治時代，かなりドイツの制度の影響を受け
ました。現代ドイツは環境問題にも熱心な国として知られてい
ますが，これに関連する「エネルギー」という大事な言葉はド
イツ語なのです。これはもちろん環境問題が話題になる以前か

ら使われていました。大正時代初期（1915）ごろから学術分野
で使用され始めたと思われますが，一般人が知るようになった
のは戦後でしょう。「省エネ」などという言葉はもちろん環境
問題に関わりますが，多分忌まわしい「原子爆弾」あたりから
話題になり始めたのではないかと察せられます。「勢力的」と
いう意味の「エネルギッシュ」という言葉を知っている日本人
も結構多いはずです。何食わぬ顔で頻繁に使われている「テー
マ」もドイツ語から取り入れられました。因みにこれらの語は
元来はいずれもギリシア語でした。皆さんおなじみの「アルバ
イト」がドイツ語ということはご存知でしょう。「ノイローゼ」
や「アレルギー」を一般の人が知るようになったのは割合最近
のことですが，元は医療分野で用いていたドイツ語でした。時
に間違えて使っているドイツ語もあります。代表格は「ボンベ」
でプロパンガスが入っている容器を「ガスボンベ」といいます
が，ドイツ語では「毒ガス爆弾」の意味です。あまり害がない
例では，冬使われる「アイスバーン」があります。これはドイ
ツでは「スケートリンク」みたいなもので，危ない路面の凍結
は「グラットアイス」といいます。いくらかのドイツ語の外来
語をあげてみましょう。カプセル，カルテ，ワクチン，ビール
ス（ウイルス）；イデオロギー，デマ（ゴーク），コンツェル
ン，カルテル，ゲマインシャフト，ゲゼルシャフト；ヒュッテ，
コッヘル，ザイル，アイゼン，ゲレンデ，シュプール；ダック
スフント，クアハウス，メルヘン，固有名詞ではツァイス，ゾ
ーリンゲンなどお分かりでしょうか。商品名などにドイツ語が
使われていることがあります。車の名で最近プラッツ，ラウム
（いずれもトヨタ）というのがありました。ハルン「尿」は医
療関係者で使われていた語ですが最近薬品名と思しきものに使
われています（ハルンケア）。マツダのローマ字つづりの
Mazdaはドイツ語の影響でしょう。北陸地方で春先おなじみ
のフェーン現象もドイツのアルプス越えの南風になぞらえて名
づけられた気象用語です。
しかし日本語のカタカナ語の大半は英語に由来するか，英語

にならって生まれたもので，それ以外の外国語は１割ほどに過
ぎません。ドイツ語もその１割の一部ですから語数という点で
はとても英語にはかないません。
ドイツ語のなかにも現代ではかなりの英語が入っています。

そしてドイツ人も学校ではほとんど例外なく英語を学んでいま
すので，英語も割合通じます。しかし，ドイツ語を学び，これ
を身に着けた外国人は特に歓迎されます。実際のドイツ人が話
す言葉は方言の相違がかなり大きいのですが，標準語は広く理
解されますし，外国人にはできるだけ標準語に近いドイツ語を
使ってくれます。ところで現代の多くの国の標準語は首都圏の
言葉に近いものが用いられているようですが，ドイツではあま
りにも方言間の相違が大きかったので，宗教改革（1517）で有
名なルターMartin Luther（1483-1548）の聖書翻訳のドイツ語
がモデルになったといわれています。そして標準発音は 19世
紀末ごろ，劇場で用いられていた発音をモデルにして決められ
ました（1898）。これは，他国では例がないパタンといわれて
います。現代はこれをもとに放送などで用いられるようになっ
た発音を標準としていますが，一般ドイツ人の発音は，かなり
地方的な訛りがあり聞き取りにくいことが多いようです。これ
は恐らくドイツ国内の地理的・歴史的・社会的な相違と関係が
あります。政治的にも６（旧東独）＋ 10州 Land のそれぞれ
が，現代でもかなりの権限を保持していて，地方分権的色彩の
強い制度が存在しています。国土はわが国と大体同じ面積
（356,910k㎡）ですが，地方分権という点ではかなり保守的と



もいえましょう。因みに今はベルリンが首都ですが，最高裁は
南西ドイツのカールスルーエという都市にありますし，金融の
中心地はフランクフルトといったように連邦レベルの機関も分
散しています。これがいいかどうかは評価が分かれます。効
率・能率という点ではあるいは不都合な面もあるかもしれませ
ん。

１．３．意外なドイツの文化的影響

この辺で意外なドイツ文化の影響について少し紹介します
と，まず横断歩道のお馴染みのシマウマ模様 Zebrastreifen は
ドイツが原産国です。また世界のスポーツマンに広く愛用され
ている「アディダス」Adidasはドイツのブランドです。アデ
ィ・ダスラー　Adi Dassler（1978没）という創立者（1920年
最初の試作品，1948年ブランド誕生，3本線が商標デザインと
して登録）の名前から生まれました。ドイツばかりでなく世界
中の子供をひきつけている，かわいい熊のぬいぐるみの「テデ
ィベア」Teddy bear, Teddybärという愛称はドイツ起源では
ありませんが，ぬいぐるみ自体はドイツのシュタイフ Steiff社
で 1902年に生まれたものです。翌年アメリカに輸出され有名
になり時の大統領の名から，この愛称が生まれたようです。手
足にジョイントが入っているところが受けたようですが，いか
にもドイツらしい。ドイツのおもちゃは，できるだけリアルで
正確でないといけないところがあります。
ところでジーンズもアメリカに渡ったドイツ人の創案である

ということを知っている方は，かなりのジーンズフリークでし
ょう。リーヴァイ（ブランド名ではリーバイス Levi's）は元来
ドイツ式の　Löb から英語化されたものでした。すなわち
Levi Strauss（1829-1902）の創案でしたが，彼はミュンヘン北
方のドイツ・フランケン地方の出身でした。
もう一人のアメリカでの成功者は世界的に有名なコンサート

ピ ア ノ 「 シ ュ タ イ ン ウ ェ イ 」 の 創 設 者 （ H e n r y
Steinway/Heinrich Steinweg,1797-1871）です。これは，ある
ピアニストに「ときにはビアノの方がピアニストより良い演奏
をする」といわせた，すばらしいピアノですが，こちらの方は
音楽通ならドイツ系ということは常識です。この楽器は日本に
も多数輸入され日本の音楽ファンの耳を楽しませています。
意外なドイツのついでに 2004年度にはドイツは世界一の輸

出国になったというニュースを紹介しておきます。細かいデー
タ（七千三百十億ユーロ，日本円では九十兆ぐらいでしょうか）
は省略させていただきますが，注目すべきことかと思います。
かつての科学技術大国も最近は目立ちませんが，アメリカ資本
は盛んに投資しているというデータもあります。おそらくこの
ことは，アメリカや日本の影で目立たなくなっていたドイツで
すが，やはり「侮れない国」という印象を強くいたします。

２．ドイツ人を知るためのキーワード―節約・健
康・秩序・哲学

２．１．節約　Sparen, Sparsamkeit

ここで，このようなドイツ文化を生み出してきたドイツ人の
性格というか特徴について少しご紹介したいと思います。それ
をある程度知っておくことは，実際の対人コミュニケーション
にとっては大変役に立ちます。もちろんドイツ人にもいろいろ
な人がいますので，これは多数の，あるいはより多くのドイツ
人の価値観と重なるという意味で理解していただきたいと思い

ます。
５年ほど前に親日家のあるドイツ婦人が日本人（多分女性）

の無駄の多い生活ぶりを見て『浪費が止まるドイツ節約生活の
楽しみ』（光文社）という本を出版し話題になったようですが，
この「節約」とかケチというのは世界的に定評のあるドイツ人
の特徴です。「勤勉でつましい」とか「金に細かい」という風
にもとらえられます。ドイツ人と付き合えば大抵これは身をも
って体験することができます。「節約」はドイツ人を知るため
の第一のキーワードでしょう。日本には惜しみなく使うたとえ
に「湯水のごとく」という表現がありますが，これはドイツで
は全く通じません。水道の水を流しながら顔を洗ったり，食器
を洗ったりはしません。洗剤がちゃんと落ちているか心配なく
らいです。照明は不必要に明るくはしませんし，こまめに消灯
を心がけています。トイレ・階段などの照明はずいぶん前から，
数分後には自然に消えるようなシステムが普及していました。
食事の際に食べ物は残しませんし，調理などで残った食材は捨
てたりしないで有効に利用するように心がけます。飾るだけで
食べられない，あるいは食べない習慣の日本料理のツマの類を
ドイツ人は不思議がります。日本にもケチあるいは質素を尊ぶ
節約家はいますし，以前はそういう人が多かったと思います。
日本も昔は模範的なところがあったと思います。日本語には，
つい最近ある国際会議で紹介された「もったいない」というユ
ニークな言葉さえありますが，最近は使い捨ての消費文化が支
配的になっていますので，このドイツ人には無駄使いの文化と
見えるに違いありません。
ドイツでは今も大多数の人が「節約」をモットーとしていま

す。無駄なつきあいや義理だけのための支出はしませんし，意
味のない施しは絶対にしません。意味のないプレゼントは受け
入れられません。レストランやホテルなどの請求書・勘定は細
かくチェックします。曖昧などんぶり勘定というのは好みませ
ん。何かの事情で食品の値段が急上昇した場合など，とたんに
示し合わせたように買わないのです。徹底したケチなのです。
どうしてそうなのかについては簡単には説明できない面もあり
ますが，やはり限りある金銭をできるだけ有効に生かすという
合理的な考え方にあると思います。しかし，必要なものまでも
切り詰めてというのは現代の彼らには馴染みません。どうもよ
り快適に過ごすために，「ゆとり」のある生活を送るためにそ
のように振舞っていると思われます。
金銭支出がケチで合理的なばかりでなく，その他のムダにも

敏感です。ムダな包装は以前から嫌われましたが資源や環境保
護が問題となってからは，いっそうこれが意識されるようにな
りました。この点で日本は恐らく世界一の包装過剰天国です。
レジ袋の有料化を考える前に，二重，三重の包装や額縁，上げ
底でしられる見せ掛けの包装過剰文化を是正するべきでしょ
う。ペットボトルもドイツではビール瓶並みに再利用されます。
空のボトルと引き換えに 50円ぐらい戻ってきますから，ケチ
なドイツ人はボトルを捨てたりしません。日本のように資源と
して利用するというのではありません。資源リサイクルという
点では再生紙は望ましいのですが，再生紙製造の過程は必ずし
も環境に良いことばかりでもないことも知られています。要は
まず紙を無駄遣いしない姿勢が必要です。一事が万事，ドイツ
人はこうした点でも実に合理的というか，感心させられます。
なお過剰包装への反対には資源愛護という観点もありますが，
不要なものの代金までも支払いたくないという合理主義的な
「ケチ」の意識も強いのです。確かに私たちは包装の代価も商
品代とコミで支払っています。
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この「節約」「ケチ」は，しかし歴史的には，恐らくドイツ
人が貧しかったということにまず原因があったと思います。質
素でつましい生活を強いられた結果ではないかと思います。節
約しなくては暮らせなかったからでしょう。近い過去の二十世
紀の二度の大戦の戦中・戦後経験は顕著な例でしょう。元来ゲ
ルマン時代からドイツの国土は寒く不毛の地でもありました。
ゲルマン民族移動も快適な土地を求めての移動でありました。
これは全体的には失敗に帰すわけですが，久しく必ずしも理想
的な社会構造ではなく，一般市民・農民の暮らし向きは豊かで
はなかったようです。こうした社会的・歴史的事情を背景に，
恐らく，現世での禁欲的で敬虔な生活を勧めたキリスト教，特
にプロテスタントの影響などが複合して形成されてきた経験的
知恵かもしれません。しかし現代においては，節約精神の根底
には，節約によってムダを省き，少ない資本を有効に生かして，
満足できる幸福な生活，つまり豊かな生活を送りたいという強
い願望があると思います。「幸福な充実した人生を送るために」
節約しているような面が最も強いように思います。簡単にいえ
ば「より意義あるもの」のために支出するということでしょう。
それが何であるかは個人差がありますが，例えば「休暇保養」
の充実のためというのは比較的共通したひとつの考え方です。

２．２．健康 Gesundheit

このことから，節約生活はまた極めて強い「健康」志向と関
わっているといえましょう。われわれの幸福の 9割は健康に依
存していると多くのドイツ人は考えているかのようです。
因みにすでに先にも触れましたが，物をムダにしないこの

「節約」精神と関わる「環境保護問題」も，実はまたこの健康
志向と深く関わっています。すなわち環境問題は特に「健康に
暮らせる環境」を求めての運動に他なりません。空気も水もき
れいでなければ安心しては暮らせません。森林もそのために保
護されなくてはなりません。わが国ではほとんど一般人は無関
心ですが，高圧送電線の電磁波の害についても敏感です。原子
力発電所からの撤退プランもこうした流れで決断されました。
さらにオゾンホールや資源枯渇，自然破壊問題など，現代では
世界的・地球規模で環境保護問題は検討されなければならなく
なりました。この「健康志向」もまたドイツ人を知るためのキ
ーワードですが，これは現代の人類の共通した志向かもしれま
せん。ただ，それが異常に強いのではないかとは思います。そ
ういう意味で特に熱心な環境保護問題との関連で「健康」をド
イツ人を知るための第二のキーワードとしてあげておきます。

２．３．秩序 Ordnung

ところで，この節約を勧める本の帯の宣伝文にはさらに注目
すべき第三のキーワードが登場します。
Ordnung ist das halbe Leben.ドイツの諺＜整理整頓は人生

の半分＞。「ムダ遣いが止められないのは，あなたに哲学がな
いからだ！」
とあります。
ここで引用されている　Ordnung という言葉もドイツ人を

知る節約に次ぐ，あるいはそれと並ぶ代表的なキーワードであ
り，当然ドイツ人の愛用語でもあります。ここではとりあえず
「整理整頓」と訳されていますが，もっと高度な「秩序」とい
う意味もあり，規則ずくめといいますか，規則好きといいます
か，ドイツ人は確かに何事も「キチント」していないと気がす
まない，というところがありますが，この性格と関係するキー
ワードです。さらに節度とかバランス感覚も秩序の一部であろ

うと思います。
秩序という概念は，政治・社会的には順法精神につながるで

しょう。ドイツではこの傾向が強く感じられます。しかし裏を
かえせば「規則にないことは何をしてもいい」のだという屁理
屈を述べ立てるという側面もありますし，また規則の如何に拘
わらず従っていれば良き市民であるということにもなりかねま
せん。また緻密で高度なゆるぎない官僚機構の構築にも手を貸
している可能性もありますから，疑問の余地もないわけではあ
りません。
規則といえば，住居など借りるとき最近は日本でもかなり細

かく，大抵家主に都合のいいように規則が決められているよう
になりましたが，ドイツでは以前からそれは当たり前のことで，
今はほとんど必要ありませんが，絨毯をたたく場所や時間まで
細かく決められていたり，昼食時間帯では騒音をたててはいけ
ないとか，人目につくところに洗濯物を干さないことなど，実
に細かいのです。日本文化ではこのあたりは一般的常識に委ね
られるわけでしょう。
交通マナーも規則を遵守する傾向が強く，道路交通法という

立派な法律があっても，日本ではなお相互の注意義務ないし
「お互い様」精神で処理される部分が多いのですが，ドイツで
は例えば交差点での進入優先権は特に重要です。あらゆる交差
点でどちらの車両や通行者が進入・通行の優先権をもつか判断
しなくてはいけません。それは標識で示されていることが多い
ので，それに従って行動すれば良いわけですが，何も無いとこ
ろでは大体右側の車両が優先権をもちます。右側通行だからで
す。もちろんこのような交差点ではまず歩行者が優先されるの
が原則です。ドイツ人もたまに譲ってくれることもありますが，
その場合ははっきりと目立つように意思表示しなくてはなりま
せん。例外はありますが，「阿吽の呼吸」というのは原則とし
て通じません。そうかといってうっかり無視したら衝突される
かというと，そんなことは稀ですが，クラクションなどで大げ
さにけん制ないし非難されることは間違いありません。普段は
上品なドイツ人も権利をおかされたとみるや，かなりの罵声を
あげるので驚くことがあります。自己の権利をおかされたくな
い，また他人の権利を尊重するという意識は強いといえます。
もっともこの点では欧米人は日本人よりドイツ人に似ていま
す。しかしフランスやイタリアへ入るといくらか雑然としたと
ころはありますが，もう少し穏やかなように思います。因みに
今日，日本の道路も，そして恐らく世界中の主要道路には白線
が引かれ，車線が区別され，さまざまな標識や記号が常識とな
りましたが，ヨーロッパで判断する限りドイツがこの点で最も
先進国であったように思います。なお，日本人も最近は交通事
故に関連して法意識が強くなったといわれていますので，いず
れドイツ式に近づく可能性はないとはいえません。
さらに Ordnung という概念に関連して，ドイツの町並み

Stadtbildの整然とした清潔な美しさが思い起こされます。恐
らく世界一でしょう。実に気持ちがいいのです。派手な広告類
もなく，あのマクドナルドでさえドイツではあたりの町並みに
溶け込んでいます。見つけにくいという不便さはありますが。
これが一般家庭に入ると整理整頓と清掃になってあらわれま

す。主婦は家のなかをきちんと，整理し清潔に保っておかなく
てはならないのです。住宅・部屋のなかはどこでも清潔で整然
としているようです。押入れや納戸に押し込めて，表向き客室
だけはきれいにするということは，きちんとした主婦のやるこ
とではありません。家具・調度なども調和的に配置され，すべ
ては整然と収納され，必要なものはいつでもすぐ分かるように



整理されています。家具調度や道具類もきちんと掃除され手入
れが行き届いていると感じさせます。特に外から見える部分は
大切です。窓ガラスはきれいですし，花など飾るのも，町並み
にうるおいを与えたいという気持ちの現れでしょう。人目につ
くところに洗濯物を干さないというのもこの気持ちからとみて
いいでしょう。これは人の目が気になるということもあります
が，現代では，何より居心地の良い町並みにしたいという気持
ちが強いようです。町並みの秩序のために個人も協力しなくて
はならないのです。
さてこの整理整頓・秩序の信条は，先にも述べましたが，恐

らくドイツ人が信奉している合理主義，完全主義，完璧主義の
ようなものが基本にあるといえます。それはどこからきたのか。
なぜこのような信念をもっているのか。これにはいろいろな歴
史的・社会的影響が考えられますが，まず整理整頓は第一のキ
ーワードの「節約」にも通ずる面があります。節約，つまり物
を大切にするためには，整理しておかなくてはならないでしょ
うし，きれいに手入れしておかなくては道具類も長持ちしませ
ん。それはそれとして，こうした要因に加えて，歴史的にはさ
らに，さきほども触れましたキリスト教の影響も強く作用して
いると思われます。キリスト教は原則的に，贅沢な消費生活や
快楽的で無秩序な生活態度を否定的に教える禁欲的な宗教に属
するでしょう。ドイツ人のペシミスティックな，すなわち悲観
論的な傾向は恐らくこれとも無縁ではありません。物事を大真
面目に考え込む人たちが多いのです。今日のドイツ人がどれほ
ど宗教的かは分かりませんが，信仰の程度のいかんに関わらず，
きちんとした秩序ある生活に対する強い志向がドイツ人にある
のではないかと思います。
しかし，ある特定の言葉が愛用されるという場合には，それ

が特別の関心事であり，それが必要という状況がありえます。
意地悪く捉えると，秩序の維持に努めなければ，混乱，つまり
彼らのいう「カオス」Chaosに陥りやすいという可能性も否定
できません。確かに家のなか，部屋のなかも整理整頓に心がけ
なければ，たちまちのうちに雑然としてきますし，掃除を怠れ
ば埃だらけになることは私たちも経験します。それを気にしな
い人も確かに日本では多いかもしれません。ドイツではそれに
我慢できない人が多いということかもしれません。さらに大き
く国際的に見た場合，ドイツは現代でも周りを９カ国にとりま
かれ，ヨーロッパの中央に位置し，交通の要所という一見有利
な地理的・政治的環境に見えますが，まかり間違えば逆にカオ
スを引き起こしかねないという現実もあります。 このことは
二度の世界大戦を思い起こすだけで十分です。
最近の例を補いますと，国際的なトラックの著しい増加によ

る混乱があります。秩序が乱される状態になったわけです。遂
に無料が原則であったアウトバーンの一部有料化という手段の
導入を決断させることになりました。これで秩序を取り戻そう
というわけです。ひとつの例に過ぎませんが，示唆に富んでい
ます。またドイツはアメリカの規模のような多民族国家ではあ
りませんが，わが日本の十倍の約１０％の外国人も居住してい
ます。秩序がどのように保たれるか，いろいろ困難な状況もあ
るのです。
ところで，先にも触れました「規則にないことは何をしても

いい」という屁理屈も確かにあるのです。因みに「理屈っぽい」
というのもドイツ人の性格です。物事も秩序立てて，日常的な
文脈でも，先ず第一に，第二に，第三にという風にたたみかけ
るように論を展開するのも秩序好みというか，理屈っぽいとい
う印象を強くします。論理的思考というのでしょう。学術分野

ではこれはむしろ当然で，日本語はもちろん，明治以後このよ
うな思考法・文章法を西欧から学んだわけです。しかし日常的
な文脈では日本人は，現代でもほとんど情緒的で「論理的」と
はとてもいえません。しかしドイツ人は論理的なのです。日本
人の本当の理由をぼかしながら，暗示的に，玉虫色にメッセー
ジを送るといった感じのコミュニケーションは通用しません。
これはしかし欧米全体に対しての日本文化の違いでもあろうか
と思います。
論理的というと聞こえはいいのですが，私たち日本人には感

心ばかりできない面もありうるのです。いわゆる弁解もこの観
点で行われます。わけもなく，いいか悪いかは別として「私が
悪かったのです」といさぎよく謝るようなことは，まずありえ
ません。こういえば自分で責任を認めたことになります。日本
ではその辺が曖昧なことが多いのです。ドイツ人は「自分の責
任ではない」ということを論証するのが普通です。こうした状
況をみれば，細かく規則を定めて秩序を保つ必要もあることが
痛切に感じられます。わが国の法律も次第に細かく煩雑化して
行く傾向にありますが，日本の方が先進国になる可能性もあり
ます。 例えば東京の一部の区で路上喫煙を禁止する条例が制
定されたようですが，こうまでしなければいけない社会はやは
り問題でしょう。秩序を求めるあまり，本来，快適な生活を予
想していたわけですが，すべてが堅苦しいぎこちない不快な社
会にもなりかねません。ある範囲は常識的なマナーといわれる
ような倫理感にゆだねる方が快適なことが多いのです。そうい
う意味でこのキーワードは批判的に捉える必要もあります。

２．４．哲学 Philosophie

次に先の宣伝文の「哲学」という言葉に触れたいと思います。
これは，ここでは分かりやすくいえば，「経験からつくりあげ
られた人生観，また全体を貫く基本的な考え方｣，つまり生活
の「信念・信条」といったところでしょう。ともかくも「哲学」
というといささか大げさですが，ドイツ人の愛用語のひとつで
あることは間違いありません。これもドイツ人を知るためのキ
ーワードのひとつでしょう。確かにこの節約・整理整頓の信条
には，繰り返しになりますが，ドイツ人が広く共有している，
「節約」「秩序」を高く評価する価値観，さらに一種の合理主義
的な「哲学」が基礎にあると思われます。しかし，これを信条
といわないで「哲学」というところがドイツ人らしいのです。
最近は日本人でも言う人がいますが，少ない。ところで，こう
した通俗的な用法を超えた「人生・世界，事物の根源のあり
方・原理を理性によって求めようとする学問」である哲学もま
たドイツ人にふさわしい学問のひとつであります。哲学はヨー
ロッパではギリシア以来の伝統があり，ドイツ起源でもありま
せんし，ドイツ人の専用でもありませんが，ドイツ人の内面的，
内向的，内省的な性向は正しく哲学には適した素質と思われま
す。一日の労働が終わり，あまり明るくない照明のもとで，ゆ
っくり静かに思索のひと時をすごすというのは大変ドイツ的で
もあります。それはしばしば反省であり，自己批判にもなりえ
ます。ドイツ人はあまり明るい照明を好まないのは，ひとつに
は節約精神や「心地よさ」Gemütlichkeit を求める気持ちもあ
りますが，恐らくこうした思索にもふさわしいからでしょう。
確かに「ほの暗さ」は思索・瞑想を促しやすいでしょう。この
思索好きの性格は，さらに何か問題があればその原因や問題点
をどこまでも大真面目に追求しようという傾向，おおげさにい
えば「真実」「真理」の追求，簡単に言えば先にも触れました
「議論好き，理屈っぽい，詮索好き」といった形にもなります
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が，あれこれ思い起こしながら夕べを過ごすというのは，とも
かくゆとりある「ドイツ人」を強く感じさせます。これには
「秩序」に対する感覚が関わっていることはいうまでもありま
せん。
ところでこうした内面性はどこからもたらされたのか。まず

ドイツの地理的気象的な環境の影響が考えられます。10月に
もなるとドイツの多くの地方では霧 Nebel が立ち込め，とき
に１メートル前も見えないという気象状況になりますが，この
朦朧とした世界は，外面的で視覚的・造形的な感覚が育成され
るには明らかに不利でしょう。必然的にこれとは逆の内面的で，
聴覚的・音楽的な感覚を研ぎ澄ますことになります。実際にド
イツ音楽は 18世紀以後世界をリードする芸術となりました。
他方イタリアなどの南国と日光への憧れもこうした環境から

生み出されることになります。古来ドイツ人はオーストリア・
インスブルックの南方にあるブレンナー峠を越えて南国イタリ
アへ旅することに憧れましたが，有名なドイツの詩人・作家の
ゲーテのイタリア旅行は文化史的にも興味深い体験でした。今
日でもドイツ人の大多数は北ヨーロッパではなく，南欧で 3－
4週間以上にわたる休暇を過ごすことを楽しみにしています。
ここには先にも触れました健康志向も深く関わっています。
そしてこの地理的条件が多分に影響していると思われる人々

の内面的性向は，キリスト教，神秘思想，そして特にこの内面
性の最もすばらしい果実でもある「宗教改革」を実行したルタ
ーの影響，敬虔主義 Pietisumus，感傷主義 Empfindsamkeit,

Sentimentalismusと称されている内面的な思潮，その他の社会
的・精神的影響を受けながら，やがて，無限なるものに憧れ，
科学的・合理主義の対極にある非合理的な世界とも関わること
になります。これは良かれ悪しかれ，最もドイツ的な思潮であ
るロマン主義 Romantikというキーワードに収斂されることに
なります。ロマン主義はイギリスやフランスにもありましたが，
恐らくドイツで最も豊かな花が開いたのでした。

２．５．ロマン主義と近代ドイツの運命

ここでドイツ人の｢内面的，内向的，内省的｣な傾向の発露で
もあるロマン主義と運命的に関わったドイツの近い過去につい
て少しお話したいと思います。
ドイツの最大の謎は，あれほど世界に対し，優れた学術・技

術，魅力的な音楽や文学などを贈った同じ民族が，何度も世界
の厄介者となったという矛盾した歴史でしょう。どうしてあの
ユダヤ人撲滅の思想が生まれたのでしょう。こうした矛盾は多
かれ少なかれどの民族にもありえますが，ドイツほど極端な例
はありません。（日本文化もかつて「菊と刀」で象徴される矛
盾が謎とされました。）この謎はドイツ人のこの内面性と無関
係ではなさそうです。
トーマス・マン Thomas Mann（1875－ 1955） というノ

ーベル賞も受賞（1929）した北ドイツ生まれの作家がいました。
彼はユダヤ系ではありませんが戦時中ナチスに国籍を剥奪され
スイスを経てアメリカに亡命します。そして 1945年 4月 30日
ヒトラーが力尽き自害した後の 5月末，彼はアメリカで（英語
で）『ドイツとドイツ人』 Deutschlandund und die Deutschen
という講演を行いましたが，マンはこの講演で，この謎を解こ
うと試みています。これは説得力のあるものと思います。確か
に６０年前のドイツ人は今のドイツ人ではありませんが，その
本質的な部分には今もその特色は残っていると思われます。わ
れわれ日本人の中にも，戦後 60年たったにもかかわらず，戦
前のあるいは，江戸時代にまでさかのぼる文化の一部と思しき

ものが生きつづけていることがあります。その意味で，この講
演はドイツとドイツ人を理解するために今も新鮮さを失っては
いません。ドイツの謎を解く鍵はマンの言葉をかりますと「あ
の最も美しいドイツ人の特性，ドイツ人の内面性の発露」であ
るドイツ・ロマン主義の中にあるというのです。ロマン主義は
現実世界よりも非現実的世界，現在より過去（過去志向という
点ではいわゆる歴史主義とも関わります），昼より夜，生より
死，知性より感情にひかれます。「憧憬にみちた夢想的なもの，
幻想的で妖気をただよわせるもの，深遠で風変わりなもの，高
度な芸術的洗練」もロマン主義に結びつく概念です。しかしこ
こにはさらに「非合理で悪霊

あくりょう

的な生命力」―ドイツ語でデモー
ニッシュ dämonisch といいますが―というような原始的・古
代的な魂にもひかれるのです。そこに普通は感じられない人間
の根源的な生命力のようなものを感じ取ろうというわけです。
さきほど触れたフロイトの人間の病的な世界，無意識の世界に
踏み込む学問もまたロマン主義に触発された面があるのです。
ロマン主義にはこのように非現実的で，ゲーテに「病的」とい
わしめたような，不健康な面もあるのです。簡単にいえばこの
ようないわば暗いロマン主義の部分が悪いドイツを生み出した
というわけです。
これに関連してドイツの一般市民・知識層は近代的な自由主

義・民主主義の政治体制に対するセンスをみがく機会を与えら
れなかった，たびたびの革命も挫折に終わったという状況があ
ります。先に述べた宗教的な影響に加えて，この挫折感もまた
ドイツ人のペシミスティックな，つまり悲観的な傾向を強くし
た可能性があります。他方，その結果，政治的なものを軽視し
てきたというような事情も加わります。戦後 60年もたった現
代のドイツ人の政治的センスは国際的になったと思いますが，
久しくドイツの教養の中には「政治」は入っていなかったとい
われています。（過去あるいは最近の日本にも似たような状況
があるかもしれません。）こうしてドイツの教養人・知識人は
学問や芸術により関心をもちました。この状況は科学技術や学
芸を発展させるためには有利であったと見ることも可能です。
ところで，この政治的未成年の源泉は実はルターにあったよう
です。彼は宗教改革でキリスト教の堕落を救い，それを民主化
することによって，自由民主主義革命への刺激も与えました。
しかしルターは宗教的な自由を唱えながら，世俗的・政治的に
は，封建的社会構造を支持したのでした。民主化を求めたいわ
ゆる農民一揆のような運動が起こりますが，これは明らかに宗
教改革の理念に触発されたのです。しかしよりにもよって，彼
はこれを弾圧する側に加勢したのでした。この現代から見れば
はなはだ矛盾した彼の態度が，以後のドイツの運命を左右する
ことになったところが大きいのです。マンも述べていますが，
キリスト教の改革そのものも良い面ばかりでなく，新旧教徒の
対立はやがて三十年戦争（1618-1648）の悲劇（人口は 1,500万
→ 1000万）をもたらしました。もちろん彼のさまざまな功績
は明らかですが，政治的観点からはまさに否定的な影響をもた
らしたのです。ともかくも市民の自由主義・民主主義に関わる
政治的センスの育成・熟成という点ではマイナス符号を伴う影
響を及ぼしたのです。こうしてドイツは近代的民主主義国家に
移行する機会を失い，ロマン主義的な国粋的国家の形成という
誤った道に踏み込むことになりました。元来，ドイツ人は国際
性に憧れながらも，何かそれに内気で臆病なところがある，つ
まり国際人気質と田舎者気質が共存しているといわれています
が，それは自惚れと生来の田舎者の劣等感の両方に基づくもの
であろうとマンは分析しています。いわれてみると確かにそう



いうところがあります。田舎者だからこそ都会的なもの，世界
的なもの，国際的なものに憧れたのではないかと思われます。
こうして「国際的」なものへの憧れはロマン主義というレンズ
を通して「国粋的」なものに屈折したのです。1871年にはビ
スマルク Otto von Bismarck（1815-1895）による｢ドイツ帝国｣，
そし二十世紀前半にはヒトラーによる「第三帝国」が生まれた
わけです。かつての，明らかに理念的でしかなかった「神聖ロ
ーマ帝国」の栄光を夢想し，過去志向のロマン主義的運命をた
どることになったのです。そこでは優れたドイツ民族が意識さ
れ，ヨーロッパ・世界制覇を思い描いたのでした。そして，詳
細は省略しますが，あのホロコーストの悲劇も起こったのです。
こうして近い過去のドイツの運命は，このロマン主義と深く関
わっていたのです。そしてあの素材的には過去志向のワーグナ
ーのロマン主義音楽（音楽技法的には新しい面がありますが）
が，しばしば第三帝国の祭典気分を高めたのでした。
マンは｢知性の高慢さが心情の古代的偏狭さと合体するとき，

そこに悪魔が生まれる｣といっていますが，要約すれば，これ
こそ十九世紀後半から 1945年までドイツがたどってきた道だ
ったのではないかと思います。

そして現代でもなおロマン主義はドイツ人の魂の奥底に脈々
と流れているのではないかと思われます。例えば環境保護運動
とネオナチ登場はこれと無縁ではないでしょう。前者は良きロ
マン主義，後者は暗いロマン主義に他なりません。ネオナチに
ついては，このような論点に対して，恐らくドイツ人は得意な
理屈で反対するとは思いますが，完全に否定することはできな
いと思います。
確かにロマン主義はドイツだけのものではありませんし，時

代的にもいつも存在するものでした。ただロマン主義が十九世
紀から二十世紀前半にかけてあのように高揚し，その病巣が増
殖したのは，まさに「ドイツ的」現象であったのです。
まだ申し上げたいことは多々ありますがこの辺で話を終わり

たいと思います。

（具体的なドイツ人のコミュニケーション手段などについて
は（例えばジェスチュアとか目立つマナーの相違などですが）
ワークショップやゼミナールなどの方がふさわしいと思い，触
れませんでしたが，ご質問などあれば，分かる範囲内でお答え
したいと思います。）
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